
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所）  

共催:新産業開発振興機構 

 

今回は、静岡大学に協力いただき、第 1６５回の講演会・交流会を開催いたします。多数の方のご来場をお待ち

しております。是非この機会に大学関係者・講演者とご交流いただき、今後の事業活動等にお役立ていただきま

すようご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 料 無料  

   定 員 会場聴講： ４０人    

  申込方法 下記申込書に記入してFAX、e-mailで申し込み下さい。 

尚、右記QRコードからも申し込みできます。 

  事 務 局 静岡商工会議所 産業振興課（担当：稲葉、堀川） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-352-7817  E-mail:info@siip.jp 
※大学側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ名刺交換会までご出席下さい。 

 

 

第１６５回「産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（静岡大学） 

 

   ２０２６年１１月２５日（水）開催                        Ｆａｘ 054-352-7817 

事業所名  ＴＥＬ 
 

 

所在地     
 

 
FAX 

 

 

参加者名  

 （役職名：                  ） 

 

 （役職名：                    ） 

e-mail   

※お手数ですがe-mailアドレスの記入をお願い致します。 

※ご記入いただきました情報は、商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用することがありますので、ご了承ください。 

開催日時  ２０２６年１１月２５日（水） 

     講演会        16:00～17:30   

名刺交換会（交流会） 17:45～18:30 

会    場  講演会     静岡市清水産業・情報プラザ3階（清水区相生町6-17） 

     名刺交換会              同 上    

講 演 １  『 自然・経済・暮らしをつなげるための森林流域の視点 』 

静岡大学  静岡大学 人文社会科学部 経済学科・山岳流域研究院 教授 横田 宏樹 氏 

講 演 ２  『 A/G/C/TからGINへ ～植物を読み解くサイエンスが生んだクラフトジン～ 』 

静岡大学 農学部 応用生命科学科 教授 一家 崇志 氏 

第１６５回「産学官交流」講演会（静岡大学） 

『 森と植物から、未来の価値をつくる 

～森から、暮らしへ。植物から、GIN へ～。』 



講演１『 自然・経済・暮らしをつなげるための森林流域の視点』 

静岡大学 人文社会科学部 経済学科・山岳流域研究院 教授 横田 宏樹 氏 
 

【講演概要】 

 これから私たちは、自然とどのように向き合い、どのように付き合

っていけばよいのか。カーボンニュートラル、グリーンエコノミー、

サーキュラーエコノミー、バイオエコノミーなど経済活動や社会活

動をめぐって、世界規模において自然との関わり方の作り直しが求

められています。これまでの資本主義経済において大量生産・大量

消費のなかで成長を実現し、その恩恵を受けてき私たち一人ひとり

が、今、その考え方や行動を問い直し、変えていかなければならな

い最終地点に来ています。 

 こうした文脈のなかで、経済活動を担う産業はどのような役割を

担うことができるのか。物質的なモノから非物質的なコト・トキへ

と消費が移ってきているなかで、本講演では再びモノ＝製品が果たす意味・価値を森林流域とい

う視点から再考し、森林を起点に自然・経済・暮らしがつながった流域経済社会の姿をみなさん

と一緒に考えていきたいと思います。 

 

【略歴】 

 静岡大学人文社会科学部経済学科、山岳流域研究院 教授。パリ第13大学大学院経済学研究科

にて博士（経済学）を取得後、旭川大学（現・旭川市立大学）経済学部にて約 5 年間勤務。2018

年に母校の静岡大学に着任。みぢかな木の家具・モノコトづくり研究所、所長。専門は、社会経

済学、地域産業（家具産地）、森林流域経済学。 

 
 

講演２『 A/G/C/TからGINへ ～植物を読み解くサイエンスが生んだクラフトジン～ 』 

静岡大学 農学部 応用生命科学科 教授 一家 崇志 氏 
 
【講演概要】 

植物は、育つ環境や遺伝的な違いによって、成分や香り、味などさ

まざまな特徴を変化させます。私たちは植物栄養学やゲノム科学的

研究を基盤として、チャやワサビなど静岡を代表する植物を対象に、

その特徴を「データ」として読み解く研究を進めてきました。近年

は、ゲノム、成分、栄養元素、環境要因など多様な情報を組み合わ

せることで、植物が持つ価値を新しい視点から捉えようとしていま

す。こうした研究の発想を、研究室だけで終わらせず事業へつなげ

ようと設立したのが静岡大学発ベンチャーAGCT です。植物の香気成

分を分析・データ化し、素材や蒸留条件による香りの違いを読みな

がらクラフトジンの開発に取り組んでいます。本講演では、植物栄養学・ゲノム研究から始まっ

た研究が、データサイエンスを介して「香りをデザインする」クラフトジンへとつながっていっ

た過程を紹介します。さらに、茶やワサビをはじめとする地域植物資源を、農業・食品・観光・

新しい地域産業へつなげる可能性について考えます。 

 

【略歴】 

 2008年に岐阜大学にて博士（農学）を取得。2009年より農業生物資源研究所特別研究員、2010

年に静岡大学農学部助教に着任。2017年に静岡大学学術院農学領域准教授、2026年に同教授に昇

任。現在、同大学農学部応用生命科学科教授を務めるとともに、グリーン科学技術研究所等に所

属し、植物栄養学・植物分子遺伝学を基盤とした研究を進めている。 


